
インテグリカルチャー株式会社

＜目標・取組＞

① 細胞農業による持続可能なタンパク源生産による食料・
飼料の競合解消と、レジリエントな食料システムの構築

2023年 $300/kgでの培養肉製造を達成

2025年従来高級肉と同等価格を達成

2030年一般食肉と同等価格を達成

② 細胞農業による食肉生産の継続的改善サイクルの構築

2023年培養肉製造のLCA評価手法の確立

2025年培養肉の環境負荷の「従来肉以下」を達成

2040年鶏肉での価格等価、環境負荷等価を達成

＜関連情報＞

カルネットコンソーシアム https://integriculture.com/news/

培養肉の実用化

インテグリカルチャーは、2030年までに培養肉を経済性
と持続可能性を持った蛋白源として確立します。

【企業・団体の概要】
創業2015年。東京と神奈川に拠点を持ち、細胞由来食品生産に必要な成長因子などを作り出す
動物の臓器相互間作用を模したCulNet System™ (カルネット・システム)を独自開発している。
コンソーシアムと受託研究開発を通し、技術開発と業界サプライチェーン構築を目指している。
Contact: 洪貴美子 +81(50) 5475-5084   kimiko.hong@integriculture.com 

（アクションプランにおいて賛同する項目）

☑ 食料システムの変革 □ 個人の栄養に関する行動変容の促進

☑ 食関連産業のイノベーションの推進 □ 途上国・新興国の栄養改善への支援




